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論文内容の要旨

【目的】

心臓手術後の脳障害は人工心肺に起因する最も重大な合併症の 1 つである。この合併症の成因に関して，今のところ

完全には解明されていないものの，塞栓症(特に微小塞栓)や脳低濯流の関与が考えられている。さらに最近では，心

肺中の酸素需要に対レ必要以上の脳への高濯流は空気塞栓などの危険性をむしろ増加させると言われている。また人

工心肺の多くは低体温を併用しており，この間はその脳代謝抑制作用により比較的安全とされているが，心肺開始及び

離脱時期は常温のままであり，さまざまな危険因子により脳酸素需給バランスは障害されている可能性がある。いずれ

の原因にせよ，人工心肺中には脳血流そのものを維持するより，脳の酸素需要に見合う酸素供給を保つことが本質的で

ある。内頚静脈球部酸素飽和度は，このバランスをみる指標であり，心肺中に連続モニタリングすることにより適正な

脳濯流を維持しうるであろう。そこで本研究では人工心肺中のオキシメトリック・カテーテルによる持続モニタリン

グの精度を確かめ，さらに人工心肺時に脳酸素需給バランスが良好か否かを評価した。

【方法ならびに成績】

①人工心肺中の内頚静脈球部酸素飽和度持続的モニタリングの精度

定時人工心肺症例 11 例を対象として，麻酔導入後に，右内頚静脈球部に留置した 4French または 5.5French のオキ

シメトリック・カテーテルにより測定された酸素飽和度を採血による CO -oximeter 測定値と比較した。いずれの

キャリプレーション・モード(in vitro または in vivo) においても両測定値は良く一致し，密接な相関が得られた

(in vitro : 7 例， n = 77, r2 = 0.88 ; in vivo : 4 例， n = 34, r2 = 0.96) 。さらに in vitro キャリブレーションされ

たカテーテルからのデータで，人工心肺中の血液希釈(ヘモグロビン 8.8g/dl)および中等度低体温(鼻咽頭温 28.6

OC) の影響を調べた。人工心肺による体温，ヘモグロビンの変化は精度に有意な影響を与えなかった。

② 人工心肺時の脳酸素需給関係の検討

定時人工心肺症例 12例において， 4French カテーテル・オキシメータを用いて，右内頚静脈球部酸素飽和度を連続

測定した。このパラメータは脳酸素代謝の需要と供給のバランスをみる指標であり，人工心肺時に脳酸素需給バランス
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が損なわれるか否かを評価し，障害があるとすればその因子を検討した。人工心肺開始時は血圧の低下は有意に大きか

ったが，内頚静脈球部酸素飽和度の低下はなかった。低体温の聞は比較的高値で安定していた。一方，復温期は鼻咽頭

温(脳温をよく反映する指標の 1 つ)と逆相関を示す内頚静脈球部酸素飽和度の低下があった。さらに，この酸素飽和

度の低下の程度は復温の速度(単位時間当りの鼻咽頭温の変化)に相関した。

【総括】

カテーテル・オキシメータによる内頚静脈球部酸素飽和度の連続モニタリングは高い精度と信頼性を示す。この精度

は血液希釈・低体温に影響を受けることも少ないため，人工心肺時にも使用可能である。これを連続測定することによ

り，人工心肺使用心臓手術時に脳酸素の需要供給の関係について有用かっリアル・タイムな情報を得ることができる。

中等度低体温を用いた人工心肺手術においては，復温期に脳酸素需給バランスは障害され，この時期の温度変化がクリ

テイカルな因子であることが疑われる。脳循環代謝に影響を与えると考えられるパラメータ(炭酸ガス分圧，濯流圧・

量，麻酔深度など)は，今回，脳酸素バランスを悪化させる危険因子の 1 っとして挙げられた復温速度を含め，心肺中に

人為的なコントロールが可能であり，本連続測定はこれらのパラメータを管理する際の l つの基準になり得る。

論文審査の結果の要旨

人工心肺に起因する脳障害は心臓手術後の重大な合併症の 1 つであり，これを予防するために種々の脳モニタリング

が試みられている。内頚静脈球部酸素飽和度は全脳の酸素需給バランスを反映するパラメータとして以前より知られ

ていたが，比較的細いカテーテル (4Fr， 5.5Fr) ・オキシメータによりその連続測定が可能となり，人工心肺下心臓手

術中の脳モニターの l っとして臨床応用できるようになった。

本研究では，このカテーテル・オキシメータによる内頚静脈球部酸素飽和度の連続モニタリングは高い精度と信頼性

を有しこの精度は低体温や血液希釈などにも影響を受け難いため，人工心肺中にも使用可能であることを示した。ま

た本モニタリングにより，中等度低体温を用いた人工心肺手術においては復温期に脳酸素需給ノ〈ランスは障害され，こ

の時期の体温変化がクリテイカルな因子であることを同定した。本連続モニタリンク。は人工心肺中の脳循環代謝に影

響を与えると考えられるパラメータを管理する際の l つの基準となり，臨床的有用性が高いことを明らかにした。

以上より，学位の授与に値するものと考えられる。
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